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　米どころ越後平野の象徴で
あったハサ木、かつてはそこ
ここに連立していたが、時の
流れと共に無くなりました。
　現役のハサ木は秋季の役目
を終え、北陸の厳しい風雪に
曝され春までじっと耐え忍ぶ
姿が意地らしい。

　米どころ越後平野の象徴で
あったハサ木、かつてはそこ
ここに連立していたが、時の
流れと共に無くなりました。
　現役のハサ木は秋季の役目
を終え、北陸の厳しい風雪に
曝され春までじっと耐え忍ぶ
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平
成
二
十
七
年
度
よ
り
新
規
就
農
し
、
現

在
50
㌃
の
畑
に
「
ネ
ギ
」
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
茨
城
県
出
身
で
、
実
家
は
非
農
家
で
す
。

山
に
登
っ
た
り
、
海
に
行
っ
た
り
、
ア
ウ
ト

ド
ア
が
大
好
き
で
仕
事
も
そ
う
い
っ
た
事
に

関
わ
り
た
い
と
常
々
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

新
潟
県
は
父
の
出
身
地
で
あ
り
、
大
自
然
に

囲
ま
れ
た
こ
の
地
で
農
業
し
た
い
と
い
う
思

い
が
強
く
な
り
、
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

　

新
潟
に
来
て
四
年
間
は
法
人
等
で
働
き
、

昨
年
一
年
間
、
紫
雲
寺
地
区
の
先
進
農
家
さ

ん
の
元
で
研
修
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
農
作

物
の
栽
培
方
法
だ
け
で
な
く
、
農
家
に
な
る

た
め
の
心
構
え
、
地
元
の
農
家
さ
ん
達
と
の

付
き
合
い
方
な
ど
多
く
の
事
を
教
え
て
頂
き

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
就
農
の
準
備

の
際
に
は
、
農
地
等
の
関
係
で
難
し
い
局
面

も
迎
え
ま
し
た
が
、
出
会
う
方
々
皆
様
に

助
け
て
頂
き
、
無
事
に
乗
り
越
え
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
決
し
て
、
自
分
一
人

の
力
だ
け
で
は
、
農
家
に
な
る
こ
と
は

出
来
な
い
と
痛
感
致
し
ま
し
た
。

　

念
願
で
あ
っ
た
農
家
に
な
り
、
こ
れ

か
ら
は
、「
ネ
ギ
」
を
ベ
ー
ス
に
ど
う
や

っ
て
経
営
を
成
り
立
た
せ
て
い
く
か
が

課
題
で
す
。
去
年
一
年
間
を
振
り
返
っ

て
み
て
も
、
本
当
に
多
く
の
可
能
性
が

あ
る
と
感
じ
る
事
が
で
き
、
前
向
き
に

農
業
を
す
る
き
っ
か
け
を
得
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

　

時
に
は
く
じ
け
そ
う
に
な
る
事
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
紫
雲
寺
で
出
会
っ

た
仲
間
、
先
輩
方
々
、
い
つ
も
温
か
く

見
守
っ
て
く
れ
る
地
元
の
農
家
の
皆
様

を
見
習
っ
て
、
一
日
で
も
早
く
一
人
前

に
な
れ
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川　

光
之（
35
歳
）（
新
潟
市
か
ら
通
作
）

「
ネ
ギ
」で
一
人
前
の
農
家
に
！

（第二弾） 新規就農者です！！

(ネギ畑)(ネギ畑)
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　夏号に続いて、若い新規就農者のご紹介です。露地野菜の栽培に悪戦苦闘しながら、「農業まっしぐら」で頑張っています。それでは、二名の方の現在に至るまでの奮闘ぶりをご覧ください。

　

僕
は
、
今
年
か
ら
新
規
就
農
者
と
し
て
非

農
家
か
ら
農
業
を
始
め
ま
し
た
。
紫
雲
寺
地

区
な
ど
約
１
㌶
の
畑
で
ネ
ギ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
の
野
菜
で
生
計
を
立
て
て

い
ま
す
。
元
々
農
業
と
関
わ
る
仕
事
を
し
て

い
て
、「
六
十
歳
を
過
ぎ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
達

が
出
来
る
な
ら
俺
で
も
出
来
る
ん
じ
ゃ
ね
?!
」

と
い
う
考
え
と
、「
地
元
地
域
の
農
家
の
助
け

に
な
れ
れ
ば
。」
と
い
う
思
い
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
「
よ
し
！
せ
ば
、
農
業
や
っ
か
！
」
と
ヤ
ル

気
に
な
っ
た
の
は
い
い
け
れ
ど
、
ど
う
や
っ
て

始
め
れ
ば
い
い
か
解
ら
な
い
。
土
地
も
機
械

も
な
い
。
ち
な
み
に
彼
女
も
い
な
い
。

　

と
り
あ
え
ず
、
県
農
業
振
興
局
に
聞
い
た

ら
、「
厳
し
い
で
す
ね
。」
の
一
言
。
な
ら
農

協
に
！
「
無
理
だ
と
思
う
。」
と
言
わ
れ…

。

そ
し
た
ら
役
所
に
！
「
農
協
に
聞
い
て
下
さ

い
！
」
な
ん
だ
そ
れ
は…

？

　

ど
う
せ
ば
い
い
ん
だ…

と
三
年
く
ら
い
就

農
出
来
な
い
で
い
ま
し
た
が
、
地
元
金
塚
の

農
業
委
員
の
方
が
相
談
に
の
っ
て
く
れ
、
い
く

つ
も
の
生
産
組
合
の
方
々
か
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
受
け
、
就
農
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

農
業
委
員
の
方
に
相
談
し
て
か
ら
は
、
土
地

も
借
り
る
事
が
出
来
、
農
協
か
ら
も
色
々
と

助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

本
当
に
農
業
を
や
り
た
い
と
い
う
事
を
示

し
頑
張
っ
て
い
れ
ば
農
家
の
み
ん
な
が
助
け
て

く
れ
る
。
み
ん
な
見
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
と
実

感
し
ま
し
た
。
み
ん
な
本
当
に
温
か
く
、
時

に
厳
し
く
指
導
し
て
く
れ
て
、
な
ん
て
い
い
人

達
な
ん
だ
と
感
動
し
ま
し
た
。
な
の
で
僕
も

困
っ
て
る
農
家
が
い
た
ら
助
け
ら
れ
る
よ
う
な

人
間
に
な
ろ
う
と
決
め
ま
し
た
。

　

農
業
で
生
き
て
行
く
の
は
、
す
ご
く
大
変

な
事
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
が
や
っ

て
み
て
、
ど
ん
な
職
業
よ
り
も
や
り
が
い
が

あ
る
と
確
信
し
ま
し
た
。
農
業
を
始
め
た
い
！

と
い
う
人
が
い
た
ら
、
是
非
相
談
し
て
み
て

ほ
し
い
で
す
。
僕
は
、
土
地
も
何
も
な
か
っ
た

で
す
が
、
今
誰
よ
り
も
楽
し
く
自
由
に
農
業

し
て
い
ま
す
よ
。
年
老
い
て
死
ぬ
時
ま
で
楽
し

か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
生
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
ど
こ
か
で
僕
の
野
菜
が
売
っ
て
い

た
ら
、
是
非
買
っ
て
下
さ
い
。（
笑
）

大
沼　

智（
27
歳
）（
金
塚
地
区
）

“ゼ
ロ
”か
ら
の
野
菜
挑
戦
!!

特集 農業まっしぐら！ 

（ブロッコリー 畑）（ブロッコリー 畑）
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模
・
組
織
化
し
た
経
営
体
の

多
く
が
近
年
の
米
価
下
落
等

に
よ
り
経
営
に
不
安
を
抱
く

現
状
か
ら
、
た
ま
ね
ぎ
栽
培

を
選
定
導
入
し
た
経
緯
を
研

修
し
ま
し
た
。
導
入
に
あ
た

り
Ｊ
Ａ
が
、
農
家
の
初
期
投

資
と
労
力
を
軽
減
す
る
こ
と

に
よ
り
、
生
産
に
専
念
で
き

る
体
制
整
備
に
、
機
械
装
備

と
集
荷
保
存
出
荷
施
設
に
二

十
五
億
円
も
の
投
資
を
行
い
、

所
得
の
向
上
を
目
指
し
、
作

付
百
㌶
を
目
標
に
平
成
二
十

年
秋
か
ら
栽
培
を
開
始
し
ま

し
た
。
導
入
二
〜
三
年
目
に

収
量
が
激
減
し
撤
退
の
危
機

に
あ
る
中
、Ｊ
Ａ
職
員
自
ら
先

進
地
に
一
ケ
月
住
み
込
み
で

研
修
し
、
作
付
内
容
（
排
水

対
策
苗
作
り
等
）
を
見
直
す

な
ど
の
努
力
の
結
果
、
本
年

は
作
付
八
十
三
㌶
、
出
荷
量

約
２
千
８
百
ト
ン
を
確
保
し

て
い
ま
す
。
農
家
の
所
得
向

上
に
大
き
な
功
績
を
あ
げ
て

い
る
こ
と
に
深
く
感
動
し
ま

し
た
。

　

こ
の
度
の
視
察
研
修
は
、

北
陸
地
域
で
抱
え
る
農
業
情

勢
や
営
農
に
共
通
し
た
課
題

を
再
認
識
し
、
課
題
解
決
に

向
け
、
地
域
の
特
徴
を
活
か

し
た
取
組
が
大
き
な
成
果
に

繋
が
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。

　

今
後
の
委
員
活
動
に
役
立

て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
相
沢
委
員
）

化
し
、
そ
の
保
存
と
生
産
振

興
に
努
め
て
い
る
こ
と
に
感

銘
し
ま
し
た
。
生
産
す
る
農

産
物
に
「
も
の
が
た
り
」
を

感
じ
る
！
そ
ん
な
食
文
化
が

金
沢
の
地
に
継
承
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
富
山
県
の
「
Ｊ

Ａ
と
な
み
野
」
を
訪
れ
、
水

田
営
農
を
中
心
と
し
た
大
規

　

続
い
て
「
金
沢
市
農
業
セ

ン
タ
ー
」
に
移
動
、
こ
の
施

設
は
都
市
型
農
業
の
振
興
と

産
地
づ
く
り
を
目
的
に
開
設

さ
れ
た
施
設
で
す
。
伝
統
文

化
が
継
承
さ
れ
る
金
沢
の
地

で
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い

る
野
菜
、「
加
賀
れ
ん
こ
ん
」・

「
金
時
草
」
な
ど
十
五
品
目
を

加
賀
野
菜
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド

　

去
る
十
一
月
十
八
〜
十
九

日
に
先
進
地
視
察
研
修
を
実

施
し
、
新
発
田
市
と
ゆ
か
り

深
く
、
北
陸
新
幹
線
の
開
業

で
賑
わ
い
溢
れ
る
石
川
県
金

沢
市
と
富
山
県
砺
波
市
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

最
初
の
訪
問
先
「
金
沢
市

農
業
委
員
会
」
で
は
、
農
業

委
員
会
活
動
の
概
要
を
ご
説

明
い
た
だ
き
、
出
向
く
委
員

会
活
動
と
し
て
Ｊ
Ａ
農
業
ま

つ
り
に
お
い
て
、
農
地
相
談

会
を
開
設
し
、
毎
回
十
件
ほ

ど
の
相
談
を
受
け
て
い
る
事

例
や
、
農
地
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
集
積
率
が
進
ま
な
い
・

担
い
手
の
確
保
が
難
し
い
・

企
業
の
新
規
参
入
が
み
ら
れ

る
が
採
算
面
か
ら
撤
退
す
る

事
例
問
題
な
ど
を
伺
い
ま
し

た
。

農業委員農業委員農業委員
視察研修に視察研修に視察研修に
参加して参加して参加して

視察研修 石川県金沢市、富山県砺波市

（金沢市農業センター「加賀野菜」栽培ハウスにて）（金沢市農業センター「加賀野菜」栽培ハウスにて）

（砺波市JAとなみ野にて職員の説明）（砺波市JAとなみ野にて職員の説明） (金沢市農業センターにて職員の説明)(金沢市農業センターにて職員の説明)
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
十
二
カ
国
で
大
筋
合
意

を
受
け
、
政
府
も
平
成
二
十
八
年
度

中
に
諸
々
の
政
策
対
策
を
打
ち
出
す

と
聞
こ
え
て
来
ま
す
。
農
家
の
納
得

出
来
る
様
な
、そ
し
て「
生
き
甲
斐
」・

「
や
る
気
」
が
出
る
政
策
を
期
待
し

ま
す
。
地
域
の
担
い
手
を
は
じ
め
、

農
業
を
や
る
気
の
あ
る
方
々
を
各
関

係
団
体
と
精
一
杯
ご
支
援
申
し
上
げ

ま
す
。

　
「
委
員
の
研
修
及
び
視
察
研
修
の

企
画
、
立
案
」

　

十
一
月
に
金
沢
市
・
砺
波
市
に
視

察
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
沢
市
農
業
委
員
会
で
は
遊
休
農
地

対
策
に
つ
い
て
、
砺
波
市
内
の
と
な

み
野
農
協
で
は
玉
ね
ぎ
栽
培
の
研
修

を
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
一
年
に
８

㌶
の
栽
培
面
積
が
、
平
成
二
十
七
年

に
83
㌶
と
驚
異
的
な
伸
び
で
す
。
農

協
が
農
作
業
機
の
導
入
、
共
選
・
乾

燥
・
出
荷
を
し
、
す
べ
て
農
協
で
責

任
を
持
っ
て
販
売
し
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
の
複
合
経
営
の
見
本
か
と
思
い

ま
し
た
。

　
「
農
業
者
等
と
の
意
見
交
換
会
」

　

今
年
度
で
五
回
目
の
開
催
を
二
月

下
旬
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

有
意
義
な
意
見
交
換
会
に
な
る
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
農
業
者
年
金
加
入
推
進
及
び
研

修
会
の
開
催
」

　

加
治
川
庁
舎
で
年
一
回
、
県
農
業

会
議
か
ら
講
師
を
招
き
農
業
者
年
金

の
講
習
会
を
行
い
、
さ
ら
に
新
潟
市

内
で
二
回
程
度
開
催
さ
れ
る
農
業
会

議
主
催
の
講
習
会
に
出
席
し
て
い
ま

す
。
聞
け
ば
聞
く
程
す
ば
ら
し
い
年

金
で
年
二
〜
三
回
、
農
業
委
員
全
員

で
各
農
業
者
へ
加
入
推
進
し
て
い
ま

す
。
今
度
は
貴
方
様
の
お
宅
に
地
区

担
当
者
が
お
邪
魔
し
ま
す
の
で
、
そ

の
時
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

農
業
委
員
会
広
報
誌「
さ
わ
や
か
」

は
、
情
報
活
動
部
会
が
取
材
、
編
集
、

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

十
名
の
精
鋭
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
地
区
の
取
材
や
課
題
の
記
事
を

執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

二
月
と
八
月
の
年
二
回
の
発
行
で

す
が
、
部
会
以
外
の
委
員
に
も
寄
稿

を
お
願
い
し
、
全
委
員
の
記
事
掲
載

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国

農
業
新
聞
へ
も
地
域
の
話
題
や
農
業

情
勢
な
ど
を
投
稿
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
は
、
農
家
生
ま

れ
で
な
い
男
女
や
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ

ー
ン
の
若
い
人
が
熱
い
思
い
を
秘

め
、
新
た
に
農
業
を
志
し
た
「
新
規

就
農
者
」
の
方
々
を
対
象
に
特
集
と

し
て
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
新
発
田
市
の
農
業
に

新
風
を
吹
き
込
ん
で
く
れ
る
意
欲
的

な
就
農
者
の
話
題
や
新
し
い
情
報
を

発
信
し
、
皆
様
に
愛
読
さ
れ
る
広
報

誌
に
し
た
い
と
部
会
員
一
同
、
一
生

懸
命
で
す
。

　

今
年
度
も
農
地
制
度
の
適
正
な
執

行
の
た
め
、
遊
休
農
地
（
耕
作
放
棄

地
）
の
防
止
・
解
消
や
、
無
断
転
用

並
び
に
農
地
の
適
正
な
利
用
状
況
の

監
視
、
指
導
を
主
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

八
月
に
は
各
担
当
地
区
十
一
班
に

分
か
れ
、
市
農
水
振
興
課
の
職
員
、

農
業
委
員
会
事
務
局
と
と
も
に
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
十
一
月
に
も
各
自
担
当
地
区
の

利
用
状
況
調
査
を
追
加
実
施
し
、
遊

休
農
地
や
無
断
転
用
地
、
新
規
取
得

地
の
不
適
切
な
管
理
農
地
の
権
利
者

へ
、
今
後
の
利
用
方
法
の
確
認
や
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
々
進
む
高
齢
化
や
猿
害
、
条
件

不
利
な
ど
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
発

生
ま
た
は
解
消
は
、
地
域
全
体
の
問

題
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
話
し
合

い
、市
及
び
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
制
度
（
農
地
中
間
管
理
機

構
な
ど
）
を
活
用
し
地
域
の
農
地
を

有
効
に
利
用
し
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　夏号に続いて、若い新規就農者のご紹介です。露地野菜の栽培に悪戦苦闘しながら、

農
地
調
整
部
会鹿

島
部
会
長

農
政
推
進
部
会近

藤
部
会
長

「
情
報
活
動
部
会
」

藤
間
部
会
長

農業まっしぐら！ 

「
各
部
会　

活
動
報
告
」

平成28年2月号



平成25年の農地法改正により、耕作放棄地対策が強化されました。

　「農業委員会等に関する法律」の一部を改正する法律が平成２７年９月４日に公布
され、平成２８年４月１日から施行されます。主な改正点は、下記のとおりです。
　なお、毎年行われていた農業委員会選挙人名簿登載申請書の手続きが今回の改正に
より、不要になりました。

① 農業委員の選出方法の変更
・公選制（選挙）を廃止し、市長の任命制により議会の同意を得て任命します。
・選出方法について市長は、農業者などに候補者の推薦を求めるとともに委員になろ
うとする者の募集を行います。

・農業委員の過半数は、認定農業者でなければなりません。
・議会推薦、団体推薦による選任制は、廃止されます。　

② 農地利用最適化推進委員の新設
・農業委員とは別に、各地区に農地利用最適化推進委員を設け、担い手への農地利用
の集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・解消などの地区における現場活動を行い
ます。

・農地利用最適化推進委員の委嘱は、農業委員会が行います。

　農業委員会は、毎年１回農地の利用状況の調査（農地パトロール）を実施し、下記に
該当する場合は「遊休農地」と判断しています。

・１年以上耕作されておらず、かつ、今後も耕作される見込みがない場合
・周辺地域の農地と比較して、利用の程度が著しく劣っている場合
・耕作者の相続等を契機に耕作者不在となるおそれがあり、適正な管理が困難と見
込まれる場合

　「遊休農地」の所有者等には、自ら耕作するか、農地中間管理事業を利用するか、誰

かに貸し付けるかなど、今後の農地利用の意向を調査しています。また、利用意向調査

に回答がない、意向表明のとおり利用の増進を図っていない、又は権利の設定・移転を

行わない場合は、農地中間管理機構との協議を勧告することになります。

　なお、草刈りや農業機械による耕起だけでは農地としての再生が困難な土地について

は、農業委員会による非農地判断を行うこともありますので、該当する場合は、地区担

当の農業委員又は農業委員会事務局にご相談ください。

＊法律の施行は平成２８年４月１日ですが当市の農業委員の任期は経過措置により平成２９年７月１９日までとなります。

農業委員会等に関する法律の一部改正により、
仕組みが変わります。

農業委員会等に関する法律の一部改正により、
仕組みが変わります。

農業委員会等に関する法律の一部改正により、
仕組みが変わります。

「農業まっしぐら」で頑張っています。それでは、二名の方の現在に至るまでの奮闘ぶりをご覧ください。

平成28年2月号



INFORMATION

１、２、３月分 …… 平成２８年５月１０日
４、５、６月分 …… 平成２８年８月１０日
＊ 現金納付の方は、口座振替日が納期限日となります。

　田は、作付けが始まりますと、権利の調整が難しくなりますので、原
則として４月が売買や貸し借りの権利移転の最終月になります。
　田の売買や貸し借りを予定されている方は、早めに農業委員会に書類
を提出してください。
　畑は、作物の権利調整がついていれば、売買や貸し借りの書類を通年
で受け付けています。

　農家出身で、昨年ノーベル医学・
生理学賞を受賞した大村智氏のイン
タビュー記事より、印象に残った「言
葉」を紹介したいと思います。
　「地道な作業を繰り返し、作物がで
き、家畜が育つ。まさに科学的な営
みだ。そういう意味では農業は科学
であり、農家は科学者である」。また、
農家の方にメッセージを送られてい
ます。「幸運は高い志を好む」。ご紹
介した若い農業者の方々のご活躍に
期待し、少しでも励みや心の支えに
なればと思います。
　　　　　　　　　　（伊藤委員）

ラ
ス
施
設
園
芸
の
経
営
形
態
で
す
。
従
事

者
は
、
役
員
四
名
と
社
員
二
名
、
季
節
労

働
者
三
名
の
少
数
精
鋭
の
組
織
で
す
。

　
今
後
の
目
標
と
し
て
は
、
優
良
農
地
の

借
入
れ
に
よ
り
規
模
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、
従
業
員
の
雇
用
に
も
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
当
組
合
は
、
昭
和
五
十
七
年
に
地
域
の

担
い
手
と
し
て
下
大
友
の
有
志
五
戸
で
任

意
組
合
（
二
王
子
機
械
利
用
組
合
）
を
設

立
し
、
大
麦
の
は
種
・
刈
り
取
り
作
業
受

託
を
手
始
め
に
、
補
助
事
業
で
麦
用
の
は

種
機
・
コ
ン
バ
イ
ン
を
導
入
し
、
更
な
る

経
営
規
模
の
拡
大
を
図
り
な
が
ら
水
稲
の

作
業
受
託
・
全
面
受
託
も
始
め
ま
し
た
。

　
平
成
十
三
年
三
月
に
は
、「
後
継
者
の

育
成
と
社
会
保
障
の
充
実
、
地
域
の
農
地
・

地
域
の
農
業
を
守
る
」
と
言
う
、
大
義
名

分
を
掲
げ
農
業
生
産
法
人
に
移
行
し
、
社

名
も「
農
事
組
合
法
人　
二
王
子
」と
改
め
、

今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
の
経
営
面
積
は
、
70
㌶
（
97
㌫
借

地
）
で
主
食
用
米
46
㌶
、非
主
食
用
米
22
㌶
、

そ
の
他
（
育
苗
ハ
ウ
ス
・
調
整
水
田
）
２

㌶
で
す
。
品
種
構
成
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
41
．

６
㌶
、
こ
し
い
ぶ
き
24.

３
㌶
、
ゆ
き
ん
子

舞
２.
１
㌶
、
育
苗
ハ
ウ
ス
の
後
利
用
で
メ

ロ
ン
・
オ
ー
タ
ム
ポ
エ
ム
・
チ
ン
ゲ
ン
菜
・

み
ず
菜
を
作
付
し
て
い
ま
す
。

　
他
に
受
託
作
業
も
含
め
育
苗
３
３
０
０

枚
、
乾
燥
調
整
１
０
５
㌶
（
施
設
は
農
協

よ
り
借
用
）
を
請
負
っ
て
お
り
、
水
稲
プ

「
地
域
の
農
地
、
農
業
を
守
る
」
を
柱
に

編 ◆集 ◆後 ◆記編 ◆集 ◆後 ◆記

全国農業新聞を読もう!!全国農業新聞を読もう!!
週間 金曜日発行 （消費税込）月７00円、年８,４00円

全国農業新聞購読料（３ケ月分）の口座振替日をお知らせします。

農地（田）の権利移転の手続きは、４月８日（金）までに

（農）二王子　左上　宮村孝義、渋谷正巳、宮村久和（代表）
　　　　　　　左下　宮村正義、遠藤龍哉、星野敬一（　　　　　　　　　　　　）

　今回は、川東地区大友地内を中心に営農
している（農）二王子におじゃましました。　
　　　　　　　 　　（担当　星野委員）
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